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東京生まれ
小学校から高校まで松山在住
東日本建築教育研究会製図コンクールにて奨励賞
愛媛県内高校生建築競技設計にて会長賞
（愛媛県建築士事務所協会主催）
画家・高橋勉氏に師事。約10年間、古典絵画技法全般を学ぶ
日本工業大学建築学科 卒業
画家として活動開始する。東京や埼玉にて毎年個展開催
日本ファンタジーノベル賞受賞作者「世界の果の庭」
（新潮社）の装丁担当
美術家の登竜門である昭和会にて優秀賞（東京／日動画廊）
愛媛県美術館に作品「ドライフラワー」収蔵される
～17　愛媛新聞 冊子アクリート表紙画連載
絵画教室やオリジナルブランド額工房「㈱リチェルカ」を設立 
「えひめの塗り絵」を出版
その他、出版装丁画や受賞多数、全国にて個展中心に活動。 
現在、現代日本美術会 会員／審査員  

題：「大山祇神社・御神木」
サイズ／F４

愛媛県今治市と広島県尾道市を結ぶしまなみ

海道の中心にある大三島に、大山祇神社は鎮

座しています。御祭神は大山積大神一座。天

照大神の兄神に当たり、古事記・日本書紀に

は「山の神」と記されています。

本殿正面にそびえる御神木は「小千命－おち

のみこと（乎知命）御手植の楠」と呼ばれ、大

山積大神の子孫「小千命」によって植えられ

たと伝えるもので、その時代は神武天皇御東征

前と云われています。樹齢は2600年あまり。

資料／大山祇神社HPより 
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透明水彩、ペン 表紙作者　上田　勇一　プロフィール
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四国中央の家四国中央の家［Ishizuchi2024.7］ ［Ishizuchi2024.7］

　この住宅は「３つのスペース」から構成されている。
「外庭」「中庭」「インテリア」。宅地として十分な広さ
を持つ120坪の敷地を、機能ごとに単層のスペースと
して３分割してある。

　外庭は、道路や隣地へダイレクトに繋がる。中庭は、
外庭へφ209ｍｍの丸開口を通して点在的に繋がり、
インテリアへはガラス開口を通して連続的に繋がる。
インテリアからは、部屋と一体化した中庭と、微かに
気配を感じる外庭といった繋がり方になる。３つのス
ペースの関係性を少しずつ変えることによって、住宅
としての開放感とプライバシーの確保を考えている。

　インテリアは、南北それぞれに中庭を配置すること
で、すべての部屋が中庭に面する構成となる。そして、
リビング・ダイニング・ユーティリティ・寝室を、連
続する１つの大きな空間として捉え、使い方に応じて
折戸やカーテンで分割と連結が可能となっている。ま
た、様々な組み合わせによる空間の可変性を最大限発
揮できるように、収納の大半を可動家具としている。

　外庭と中庭による二重のバッファーゾーン。季節、家
族構成、使い方によって空間の形を変えるインテリア。
何か、新しい住ま
い方、新しい家族
のあり方が生まれ
てくるのでは、と
期待している。

❶ ❷

　ＹＭ．Ｈｏｕｓｅの竣工から２ヶ月後、さらに繋がって実現した
建築はＳＩ．Ｈｏｕｓｅ「四国中央の家」だ。
その当時／2008.01－2009.03／
僕はこんなことを考えていた。

　これまでの２棟の住宅の考え方と比べると、この時
の僕の住まいに対する考え方が、変わってきているこ
とがわかる。端的な言葉で乱暴に言い切ってしまえば、
住宅の遺伝子が「呼応」→「反復」→「可変」と変異して
いることが分かる。

　遺伝子の変異は外的要因、つまり、外部環境の変化
への適応として起こってくるものである。ＳＩ．Ｈｏ
ｕｓｅのクライアントとの打ち合わせの際、こんなや
り取りがあった。

「ご夫婦とお子さん２人で、４人家族なんですね。」
「子供は、もう１人いてもいいかなと思ってるんですよ。」

　この時、僕の住宅の遺伝子が突然変異を始めた。こ
の住宅を、４人家族で考えてはいけない。５人になっ
ても、ひょっとしたら２人になっても、この住宅に住
まうメンバーがどんなに変わっても、フィットし続け
る住宅であり続けなければならない。住まうことに対
する「可変性」を空間にすると、建築にすると、どん
な住宅になるのか？空間構成や平面構成への新しい塩
基配列を、僕は一生懸命考え始めた。

　間取りが変えられる。空間の形が変えられる。空間
の可変性が、内部空間の大きなテーマになり、空間を
分けたり繋げたり、使い方に応じて自由に部屋の形を
変えられることが大命題となった。そこから生まれて
きたのが、大きな一部屋を折戸やカーテンの開閉で、分
けたり繋げたりするというアイディアだ。

　もう一つ、住宅の全体構成を刺激する、こんなやり
とりもあった。

　「敷地の半分程度を庭や駐車場の外構として計画して
おいて、将来、お子さんが家を建てたくなった時、敷
地として使えるようにしておくのはどうですか？」
　「いや、全部使って下さい。もしそうなったら、子供
には別のところで考えてもらうつもりです。」

　40坪程度の住宅を、120坪を超える敷地に計画す
るという難題は揺るがなかった。平屋の計画だけでは
敷地を使い切れない。単なる80坪の外構だと、この
敷地でなくてもいいわけだ。ただ単に40坪の住宅が
地面に置いてある。そんな住宅にはしたくなかった。
この敷地を全て使い切って、この敷地だからこそ考え
得る住宅にしなければならない。外部空間の「存在意
義」を敷地利用計画に組み込むと、どんな配置計画に
なるのか？内外連続・不連続への新しいゲノム編集を、
僕は一心不乱に考え始めた。

　内と外の二元対比では、60坪対60坪になり、住宅
の面積が大きくなり過ぎるし、内外の関係性としては
単純過ぎる。住宅の40坪程度を守りながら敷地全体を
使うには、40坪＋40坪＋40坪に分けて、それぞれに
きちんとした意味や機能を与えてやることだ。そして
そこから生まれてきたのが、120坪の敷地を３分割し
て「インテリアという庭」「中庭」「外庭」の機能を
帯びさせるというアイディアだ。

SI.House Living Room

　「空間の可変性」と「３つの庭」この二つの遺伝子が
組み込まれた住宅がＳＩ．Ｈｏｕｓｅだ。将来の可能性
やクライアントの要求といった外的要因へのスタディの
結果として、突然変異的なアイディアが生まれてき
た。しかし、それらはとても理にかなったことであり、
次なる本質へと繋がってゆくものでもあった。

　ＳＩ．Ｈｏｕｓｅは、僕の建築の変異点、特異点になっ
た。こんな考え方で、新しい建築に辿り着けるという
発見でもあった。一見住宅らしからぬ住宅だが、でも、
しっかりとこの地ならではの佇まいと趣を携えている
住宅でもある。考えあぐねていた塩基配列が、まるでス
ライダーを上げたファスナーのように綺麗に噛み合っ
てくれたのがこのＳＩ．Ｈｏｕｓｅだ。建築として噛み
合ってくれただけではなく、クライアント家族とその
生活にも15年も噛み合ってくれた住宅でもある。

SI.House Southwest

SI.House Courtyard

SI.House BedroomSI.House BedroomSI.House Bedroom
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道後温泉本館保存修理工事
：　　　　　　　　　　一級建築士　野本　　健
：文化財・まちづくり委員会　委員　花岡　直樹

執筆
監修Conservation and repair work

THE HISTORY OF
DOGO　ONSEN

❸ ❹

▲素屋根解体後の道後温泉本館

　道後温泉本館保存修理工事は平成31年１月15日

から始まり、令和６年７月11日に全館営業を再開し

た。観光業への影響をなるべく抑えるため、営業し

ながらの保存修理工事であった。

　平成31年１月15日からの前期工事の期間は神の

湯東西浴室を男湯と女湯に分けて営業を行い、令和

３年７月15日からの後期工事の期間は霊の湯男子

道後温泉本館保存修理工事

＜おことわり＞
　以下記載内容は、現在の道後温泉本館保存修理工
事の状況や収集できた文献から総合的に判断した内
容を記載している。そのため、調査状況により新た
な知見が得られた場合、記載内容に訂正の必要が生
じる可能性はある。

■はじまり

屋根の葺替について
＜謝辞＞

梅津　秀基様

廣見　秀行様

福本　雅美様

【文化財建造物保存技術協会】

　道後温泉本館を覆う屋根の瓦や銅板を解体し、屋

根の下地材など傷んでいる箇所は部分的に修理する

など大規模な工事を行った。屋根を解体する間、建

物を風雨から守るため、素屋根という建物を覆う大

型のテント膜を設置した。

　素屋根のテント膜に図柄を印刷し、覆われている

期間も観光客に楽しんでもらえるよう、前期工事で

は手塚治虫の「火の鳥」、後期工事では画家の大竹伸

朗さんのデザインを採用した。

　神の湯本館の瓦は菊間瓦が使用され、全体で約３

万２千枚の瓦を解体し、傷んでいた瓦を新たに作り

直した。この瓦は補足瓦と言い、修理前の瓦と細部

まで再現し、製作に努めた。ちなみに神の湯の瓦の

方が南棟の瓦より少し大きくて重い。

浴室、女子は旧神の湯女子浴室を霊の湯女子浴室に

変え、営業を行った。

　道後温泉本館保存修理工事では大きく３つの目的

があり、それは「屋根の葺替」をはじめとする文化財

建造物の修理、「地震への備え」、「設備の更新」で

あった。

▲前期工事（火の鳥） ▲後期工事（大竹伸朗さん）

▲前期営業 ▲後期営業

▲前期工事の銅板解体状況



道後温泉本館保存修理工事 ［Ishizuchi2024.7］道後温泉本館保存修理工事［Ishizuchi2024.7］

道後温泉本館保存修理工事
：　　　　　　　　　　一級建築士　野本　　健
：文化財・まちづくり委員会　委員　花岡　直樹

執筆
監修Conservation and repair work

THE HISTORY OF
DOGO　ONSEN

❸ ❹

▲素屋根解体後の道後温泉本館

　道後温泉本館保存修理工事は平成31年１月15日

から始まり、令和６年７月11日に全館営業を再開し

た。観光業への影響をなるべく抑えるため、営業し

ながらの保存修理工事であった。

　平成31年１月15日からの前期工事の期間は神の

湯東西浴室を男湯と女湯に分けて営業を行い、令和

３年７月15日からの後期工事の期間は霊の湯男子

道後温泉本館保存修理工事

＜おことわり＞
　以下記載内容は、現在の道後温泉本館保存修理工
事の状況や収集できた文献から総合的に判断した内
容を記載している。そのため、調査状況により新た
な知見が得られた場合、記載内容に訂正の必要が生
じる可能性はある。

■はじまり

屋根の葺替について
＜謝辞＞

梅津　秀基様

廣見　秀行様

福本　雅美様

【文化財建造物保存技術協会】
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道後温泉本館保存修理工事

　瓦の下には防水の役割として土居葺が施されてお

り、神の湯本館では手割の杉板、南棟では杉皮が使

用されていた。今回の保存修理工事では屋根の傷み

の少なかった神の湯本館を除き、屋根の下により防

水性能を高めるため、防水シートを設置した。

　防水シートを設置することで杉皮自体の使用は本

来不要であるが、保存修理工事では当時の工法、材

種を後世に伝えることも重要な工事の１つであり、

瓦の下で見えなくなる、部材に関しても同種の材料

を使用して工事を行った。

地震への備えについて
　道後温泉本館の見た目を変えないよう建物の構造

を補強することが大きな課題であった。

　床下、壁の中には主に構造用合板を張り、天井裏

には天井ブレースを設置して構造補強を行った。

　旧神の湯女子浴室は当初補強を浴室側に増打ちコ

ンクリートの予定であったが、陶板壁画を割らずに

解体することが難しく、中央廊下側に補強を施した。

　一番時間がかかり大変だった工事は神の湯東西浴

室の構造補強であった。当初は「可逆性」を優先し、

浴室側に鉄骨の構造補強材が見えてくる予定であっ

たが、話し合いの末、新しく設置する補強用のコン

クリートの基礎、壁を浴室の壁と緊結させた。

　新しい基礎は床下に設置し、その基礎を地盤と繋

ぐため、「アースアンカー」を施工した。アースアン

カーの掘削機は一番小さい機器を選定したが、現場

への搬入は数センチしか余裕がなく、狭い本館内部

を慎重に確認しながら進めた。所定の位置で約14ｍ

から16ｍの深さまで掘削しアンカー（引張材）を人

力にて挿入した後、アンカー周囲をセメントで固め、

地盤と緊結させた。試験を含んだ合計９本を約１ヶ

月かけて施工した。

▲後期工事の瓦解体状況

▲土居葺（神の湯本館）

▲防水シートと杉皮葺（南棟）

▲天井裏の構造補強（玄関棟南側）

▲中央廊下側への構造補強

▲鉄骨搬入（神の湯浴室）

▲屋根の桟木（南棟）

▲修理前の瓦（神の湯本館）

▲修理後の瓦（神の湯本館）
▲構造補強（神の湯浴室）

▲アースアンカー挿入状況（神の湯浴室）
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道後温泉本館保存修理工事

設備の更新について
　建物ばかりに目が行ってしまいがちだが、道後温

泉本館はそもそも温泉で成り立っている施設である。

観光施設であるため、休館は年間に１日しか取るこ

とを許されず、電気や給排水設備はどうしてもその

期間内にできる工事しか行えなかった。そのため、

使用しない配線や配管を撤去する時間がなく、小屋

裏や床下の空間に無数に張り巡らされていた。

　今回の保存修理工事では不要な設備を撤去すると

　道後温泉本館の心臓部とも言える中央廊下を掘削

したところ、約２ｍ下から温泉を排水するための陶

管が見つかった。

　陶管と現在の各浴室からの接続部を見ると、後か

ら横穴を設けて接続していることから、昭和10年の

神の湯東西浴室の工事に取り付けた物だと考えられ

た。

　一方、現在は使用されていない接続部跡も神の湯

側で３カ所見つかり、明治27年に建設した神の湯

本館の「一ノ湯」「二ノ湯」「三ノ湯」の浴室の位

置と一致することから、神の湯本館建設時にこの陶

管は敷設されたものと考えられる。

　このように外からは目に見えない部分で多くの困

難がある中、道後温泉本館の保存修理工事を行った。

　実測調査を行いながら工事の方針を決める工事で

あったため、長い期間、何度となく打ち合わせを行

い、多くの人々の知恵と労力を結集した、保存修理

工事後の道後温泉本館を是非お楽しみいただければ

と願う。

▲ピット空間（霊の湯女子脱衣室）

中央廊下の陶管▶

▲修理後の中央廊下

▲実測調査の様子

▲中央廊下掘削状況

屋根貫通の構造補強▶
（玄関棟）　

▲陶管と浴室の接続部

■あとがき

　愛媛県美術館で令和６年９月16日～11月４日まで

「本館改築130周年道後温泉ものがたり一湯のまち

の歴史と文化」が開催予定である。道後温泉本館で

収蔵していた美術品や保存修理工事において重要と

考えられ保管の必要のある瓦などが展示される。

　今までこの「いしづち」にて掲載した絵画などが

観覧できる貴重な機会であるため、興味のある方は

是非間近で見ていただき、道後温泉の歴史を体感し

ていただければ幸いと願い筆を擱く。

■参考文献
「道後温泉　増補版」
＊本書掲載の文章・図版の無断複製・転載を
禁じます。

　文章だけでは大変伝わり辛いが、道後温泉本館の

保存修理工事は建物がある状態での工事のため、狭

い隙間を潜りながらの工事となり施工は大変難しい

ものであった。

共に、今後の設備配管の更新を行いやすくするため、

ピットなどの空間を設けた。

　また今回の設備更新で特筆すべきことは、中央廊

下の陶管の発見であった。
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　ロンドン中心部にある大英博物館は人類の歴史を
展示している世界一の博物館なので、子供の頃から
一度は行ってみたいと思っていた。イギリス王室を
はじめコレクターが世界中から集めた超一流の展示
物があり、特にエジプトのミイラがどんなものなの
か見たかった。また、博物館のファサードはイオニ
ア式のエンタシスにペディメントを載せた、アテネ
のパルテノン神殿を思い出させるような姿をしてお
り、建築的に博物館自体の平面配置や造りがどうな
のかも興味があった。
　ロンドンへは２度訪問。１度目は2017年に夫婦
で街並みを散策に、２度目は2023年コロナ明けに
ひとり旅でディープに大英博物館と向き合い、エジ
ンバラと湖水地方にも足を延ばした。

　正式にはウォーキー・トーキーという名だが、頭
でっかちな形状から無線マイクに似たイメージがあ
る。ロンドンっ子らしい愛称で、テムズ川沿いのシ
ティに2013年完成したこのビルは、最上階37階
展望台まで無料で上れるというので人気があり、行っ
てみたらカフェレストランとオープンバルコニーに
は大勢の人で溢れていた。ロンドンの展望も良かっ
たが、テムズ川を挟んで対岸に建っている三角形の
尖ったビルがやたら気になる。それはレンゾ・ピア
ノ設計のザ・シャードだった。

10

1大英博物館に憧れて

ロンドン散策とロンドン散策と
湖水地方への小旅湖水地方への小旅

ロンドン散策と
湖水地方への小旅

▲大英博物館正面ファサード

２.2　トランシーバー

　ロンドンは東西に蛇行して流れるテムズ川に沿っ
て歴史的にも有名な建物が建っていて、中心部に高架
道路がないため昔からの街並みが大切に維持され、
景観がとても良い街だ。ロンドンアイはビッグベン
の対岸にあり、テムズ川に突き出した形で造られて
いるため、川の上からの展望を楽しむことができる。
例えて言うなら隅田川の真ん中で観覧車が回ってい
るようなものだ。カゴ自体も大車輪の軸に吊り下げ
られているのではなく、最上部ではゴンドラの下部
を持ち上げるような作りで、空に飛び出る感があっ

2最近現れたランドマーク

２.１　ロンドンアイ

　ロンドンから世界遺産ストーンヘンジ、バースの
街並みとコルウォッズ村の日帰りツアーに、１度目
の11月４日に参加。集合場所はヴィクトリア駅で、
早めに着いて待っていると、60代の男の方が「ホテ
ルで一緒でしたね！」と話しかけて来て、すぐには
ピンとは来なかったが、家内が朝食が一緒だったと
すぐに気づき、旅の計画など話が弾んだ。航空会社
は違うけれど帰りは同じ日で、奥さんは海外旅行が
嫌いなので一人で来たんだと話されていた。何だか
気持ちがわかるような気がした。１日ツアーらしい
が我々とは行き先が違って、ハリーポッターのロケ
地コルウォッズ村巡りをされるそう。
　ストーンヘンジ行きのバスはＳｔ．ジェームスパーク
を通りハイドパークから西の空港方面へと走った。

3地方への小旅

３.１　ストーンヘンジ

　２度目の旅、３月４日にスコットランドの首都エ
ジンバラを訪問し、ロイヤルマイルを歩いた。ロイ
ヤルマイルとは街の真ん中の小高い岩の丘の１マイ
ルの道で、エジンバラ城からホリルードハウスとい
うエリザベス女王の宮殿まで続き、世界遺産でもあ
る。

３.２　エジンバラ城とロイヤルマイル

　ザ・シャードは2012年完成。トランシーバーか
ら見たテムズ川越しの屹立とした姿を忘れることが
出来ず、2度目の訪問の際には必ず上まで行こうと
心に決めていた。高さが309.6mで“シャード”と
は硝子の断片を意味する。72階の屋根のないオー
プンスペースからはテムズ川を一望でき、眼下には
タワーブリッジがあった。このビルは、機能性より
もシンボル性を選んだのだ。
　最上階まで予約して上ってみた。高層ビルは世界
中何処でもそうなのだが、展望台へ行くこと自体が
エンタメ化していて、長蛇の列になっていた。ポンピ
ドゥー・センターや関空ターミナルビルなどの作品
を見ても、レンゾ・ピアノはガラスカーテンウォー
ルの魔術師だ。

２.３　ザ・シャード

▲72階オープンスペース ▲タワーブリッジ

▲テムズ川のロンドンアイ ▲ゴンドラ

▲ザ・シャード ▲トランシーバー

▲テムズ川とビッグベン

▲展望カフェとバルコニー▲トランシーバー側面

▲ストーンヘンジの巨石群

▲ロイヤルクレセント

てとても開放的だ。
　しかし家内と行った時は終了時刻をよく調べずに
訪れたため、札止めで乗車できなかった。二度目は
ネット予約をしてお昼頃
に行ったのでリベンジで
きたが、人気スポットな
ので日本のように簡単に
乗れると考えたことを反
省した。

通りには既にクリスマスデコレーションが始まって
いて、電飾やウィンドウの中の動く人形のディスプ
レイなど、賑やかだった。
　その後、高速道路を南西方向へと走り地平線が広
がるが、雨が酷くなりガスっぽい景色の中を走り続
けた。この辺りは大平原で、それも北海道よりもダ
ダッ広い草原なので、多少の起伏はあるもののあま
り景色の変化がない。一眠りして起きても、さほど
景色は変わらず、牧草地のような草原が続いたが、目
的地のストーンヘンジが近づくとその中に放し飼い
されたたくさん豚が見えてきた。豚には家族単位に
家があり、大きなドラム缶を半分に切って伏せたよ
うな豚の家が多く点在していて独特の風景だ。やが
て大草原の遙か彼方に、大きな石を立てた遺跡のよ
うなストーンヘンジが見え始めた。それは、お墓で
ある、あるいは儀式のランドマークだという諸説が
あり、未だに造られた目的は謎のままだが、このよ
うな全く石のない所に巨石を持ってきた、というこ
とが世界遺産の価値らしい。
　巨石文明の謎について思いを巡らした後、イギリ
スで唯一温泉があるバースの町を訪れた。ここには
王室も温泉にやって来るそうで、バス（＝風呂）の語
源にもなったという。ロイヤルクレセントを中心と
する「バースの街並み」は世界遺産になっていて、
ローマ浴場跡はテルマエ・ロマエの世界だった。
　最後にハリーポッターのロケ地となったレイコッ
ク村へ立ち寄った。とても小さな村なのであっとい
う間に一回りした。ツアーにはハリーファンの女性
一人旅の方も数人いたが、映画をあまり知らない自
分にとって、この時間は宝の持ち腐れだった。「賢
者の石」ロケ地のレイコック・アビーも訪れたのだ
が、帰ってから映画を鑑賞して改めてその背景を理
解できたので、貴重な体験だった。
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　ロンドン中心部にある大英博物館は人類の歴史を
展示している世界一の博物館なので、子供の頃から
一度は行ってみたいと思っていた。イギリス王室を
はじめコレクターが世界中から集めた超一流の展示
物があり、特にエジプトのミイラがどんなものなの
か見たかった。また、博物館のファサードはイオニ
ア式のエンタシスにペディメントを載せた、アテネ
のパルテノン神殿を思い出させるような姿をしてお
り、建築的に博物館自体の平面配置や造りがどうな
のかも興味があった。
　ロンドンへは２度訪問。１度目は2017年に夫婦
で街並みを散策に、２度目は2023年コロナ明けに
ひとり旅でディープに大英博物館と向き合い、エジ
ンバラと湖水地方にも足を延ばした。

　正式にはウォーキー・トーキーという名だが、頭
でっかちな形状から無線マイクに似たイメージがあ
る。ロンドンっ子らしい愛称で、テムズ川沿いのシ
ティに2013年完成したこのビルは、最上階37階
展望台まで無料で上れるというので人気があり、行っ
てみたらカフェレストランとオープンバルコニーに
は大勢の人で溢れていた。ロンドンの展望も良かっ
たが、テムズ川を挟んで対岸に建っている三角形の
尖ったビルがやたら気になる。それはレンゾ・ピア
ノ設計のザ・シャードだった。
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1大英博物館に憧れて

ロンドン散策とロンドン散策と
湖水地方への小旅湖水地方への小旅

ロンドン散策と
湖水地方への小旅

▲大英博物館正面ファサード

２.2　トランシーバー

　ロンドンは東西に蛇行して流れるテムズ川に沿っ
て歴史的にも有名な建物が建っていて、中心部に高架
道路がないため昔からの街並みが大切に維持され、
景観がとても良い街だ。ロンドンアイはビッグベン
の対岸にあり、テムズ川に突き出した形で造られて
いるため、川の上からの展望を楽しむことができる。
例えて言うなら隅田川の真ん中で観覧車が回ってい
るようなものだ。カゴ自体も大車輪の軸に吊り下げ
られているのではなく、最上部ではゴンドラの下部
を持ち上げるような作りで、空に飛び出る感があっ

2最近現れたランドマーク

２.１　ロンドンアイ

　ロンドンから世界遺産ストーンヘンジ、バースの
街並みとコルウォッズ村の日帰りツアーに、１度目
の11月４日に参加。集合場所はヴィクトリア駅で、
早めに着いて待っていると、60代の男の方が「ホテ
ルで一緒でしたね！」と話しかけて来て、すぐには
ピンとは来なかったが、家内が朝食が一緒だったと
すぐに気づき、旅の計画など話が弾んだ。航空会社
は違うけれど帰りは同じ日で、奥さんは海外旅行が
嫌いなので一人で来たんだと話されていた。何だか
気持ちがわかるような気がした。１日ツアーらしい
が我々とは行き先が違って、ハリーポッターのロケ
地コルウォッズ村巡りをされるそう。
　ストーンヘンジ行きのバスはＳｔ．ジェームスパーク
を通りハイドパークから西の空港方面へと走った。
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ジンバラを訪問し、ロイヤルマイルを歩いた。ロイ
ヤルマイルとは街の真ん中の小高い岩の丘の１マイ
ルの道で、エジンバラ城からホリルードハウスとい
うエリザベス女王の宮殿まで続き、世界遺産でもあ
る。

３.２　エジンバラ城とロイヤルマイル

　ザ・シャードは2012年完成。トランシーバーか
ら見たテムズ川越しの屹立とした姿を忘れることが
出来ず、2度目の訪問の際には必ず上まで行こうと
心に決めていた。高さが309.6mで“シャード”と
は硝子の断片を意味する。72階の屋根のないオー
プンスペースからはテムズ川を一望でき、眼下には
タワーブリッジがあった。このビルは、機能性より
もシンボル性を選んだのだ。
　最上階まで予約して上ってみた。高層ビルは世界
中何処でもそうなのだが、展望台へ行くこと自体が
エンタメ化していて、長蛇の列になっていた。ポンピ
ドゥー・センターや関空ターミナルビルなどの作品
を見ても、レンゾ・ピアノはガラスカーテンウォー
ルの魔術師だ。

２.３　ザ・シャード

▲72階オープンスペース ▲タワーブリッジ

▲テムズ川のロンドンアイ ▲ゴンドラ

▲ザ・シャード ▲トランシーバー

▲テムズ川とビッグベン

▲展望カフェとバルコニー▲トランシーバー側面

▲ストーンヘンジの巨石群

▲ロイヤルクレセント

てとても開放的だ。
　しかし家内と行った時は終了時刻をよく調べずに
訪れたため、札止めで乗車できなかった。二度目は
ネット予約をしてお昼頃
に行ったのでリベンジで
きたが、人気スポットな
ので日本のように簡単に
乗れると考えたことを反
省した。

通りには既にクリスマスデコレーションが始まって
いて、電飾やウィンドウの中の動く人形のディスプ
レイなど、賑やかだった。
　その後、高速道路を南西方向へと走り地平線が広
がるが、雨が酷くなりガスっぽい景色の中を走り続
けた。この辺りは大平原で、それも北海道よりもダ
ダッ広い草原なので、多少の起伏はあるもののあま
り景色の変化がない。一眠りして起きても、さほど
景色は変わらず、牧草地のような草原が続いたが、目
的地のストーンヘンジが近づくとその中に放し飼い
されたたくさん豚が見えてきた。豚には家族単位に
家があり、大きなドラム缶を半分に切って伏せたよ
うな豚の家が多く点在していて独特の風景だ。やが
て大草原の遙か彼方に、大きな石を立てた遺跡のよ
うなストーンヘンジが見え始めた。それは、お墓で
ある、あるいは儀式のランドマークだという諸説が
あり、未だに造られた目的は謎のままだが、このよ
うな全く石のない所に巨石を持ってきた、というこ
とが世界遺産の価値らしい。
　巨石文明の謎について思いを巡らした後、イギリ
スで唯一温泉があるバースの町を訪れた。ここには
王室も温泉にやって来るそうで、バス（＝風呂）の語
源にもなったという。ロイヤルクレセントを中心と
する「バースの街並み」は世界遺産になっていて、
ローマ浴場跡はテルマエ・ロマエの世界だった。
　最後にハリーポッターのロケ地となったレイコッ
ク村へ立ち寄った。とても小さな村なのであっとい
う間に一回りした。ツアーにはハリーファンの女性
一人旅の方も数人いたが、映画をあまり知らない自
分にとって、この時間は宝の持ち腐れだった。「賢
者の石」ロケ地のレイコック・アビーも訪れたのだ
が、帰ってから映画を鑑賞して改めてその背景を理
解できたので、貴重な体験だった。
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　朝一の便でヒースロー空港からエジンバラへ向か
うため、早朝にホテルを出発、地下鉄ピカデリー線で
空港へ向かったが工事のため途中で運休となり、あ
まり進んでいないのにボアーズコートで下ろされて、
バスに乗り換えて空港へ行けという。あの人に聞き
この人に聞きしたが、結局たらい回しで空港まで行
けるか不安になってきた。薄暗い中、一瞬途方にく
れたが、辺りを見渡しているとタクシー発見！これ
はもう高い安いと行っている場合では無い、と考え
ドライバーに声をかけた。というか、向こうからグッ
ドモーニングと言ってきたので、空港まで利用させ
てもらい、ターミナル５に無事辿り着いた。
　エジンバラ空港へは午前10時過ぎに到着。なか
なか広いターミナルなので外へ出るのに延々と歩い
た。エアリンクという市内行きのバスはすぐに見つ
かった。料金は運転手に払えば良い、とガイドブッ
クにあったので£20札を出したら、お釣りが必要
な人は駄目という。市内まで往復£7.5なので困っ
ていると、駐車場ビル内に両替機があると教えても
らいお金を崩すことができた。
　問題はまだまだ続く。エジンバラ城の入場券は当日
現金で購入できなくて、事前ネット予約・決済が必須
条件なのだ。ガイドブックには入場券売り場があって
そこで購入できると書いていたが、世界は電子マネー
化が一段と進んでいた。チケット売り場は予約済みの
メールとチケットの交換所になっていた。同様にホリ
ルードハウス宮殿への入場券も住所やクレジット情
報をスマホに打ち込まねばならず、予約したエジンバ
ラ城入場待ちの時間ができたので、昼食のフィッシュ
＆チップスを食べながら一人で悪戦苦闘した。
　城前広場のレストランでのフィッシュ＆チップスは
本格的なもので、ボリューム満点。注文してから魚を
揚げるため時間を要したが、マジで食べたのは初め
て。魚が大きいのとチップスも量が多くて食べても食
べても減らない。味は白身魚でマックのフィレオフィッ
シュ５個分くらいはあるがとても美味しい。揚げた
てなので新鮮味もあり、コーラと一緒に食べたらお
腹一杯で、見た目の予想通り食べきれなかった。

　エジンバラの後、３月６日は湖水地方日帰りツアー
に参加。朝、集合場所のユーストン駅に着いてみる
と、一人の若者がツアー予約表の紙を開けて持ち、構
内を歩き回っていたので、ガイドかと思い声を掛け
たら、一緒に参加する神戸の男子学生・原君だった。
日本人と話をしたので少し気が楽になった。しかし、
ガイドの姿は出発直前になっても現れない。メール
でｅ－チケットが届いていることに気付き、それで
列車に乗車した。ガイドは駅の集合場所にはそもそ
も来ないのだ。それなら集合場所などと案内しない
で欲しかった。誰かが来て説明があると思ってしまっ
た。原君は同行者・木村君との卒業旅行だった。
　湖水地方の入り口オクセンホルムまでは１等車で
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▲ロイヤルマイルと聖ジャイルズ大聖堂

３.３　ピーターラビットの湖水地方

　ロンドン市内は効率的に巡るため、１度目の時はガ
イドをお願いした。王室の結婚式が行われるウエスト
ミンスター寺院・セントポール寺院、ロンドン塔やグ
リニッジ天文台を案内してもらった。ウエストミンス
ター寺院は床一面が墓標であり、周辺には歴代王の
棺が並んでいる墓所だ。そこで戴冠式が行われる。
　ロンドン塔では王室の誇る世界一の560カラッ
トのダイヤや衛兵の交替が見られた。市内のバッキ

4ロンドン雑感

vol.26世界建築紀行 ロンドン散策と湖水地方への小旅

　その後エジンバラ城の正面から入場、門を抜ける
頃１時の時報の大砲が鳴った。ちょっと遅し、名物
を見逃してしまった。
　エジンバラ城は大きな岩の上に建てられた堅牢な
要塞で守りも固い。国の公式な行事なども執り行わ
れているので、もっと大きな城を想像していたが規
模はこぢんまりとしていた。エジンバラの象徴で、町
もよく見渡すことができるくらい眺望が良い。大勢
の観光客が押し寄せていて、どこからこの人々が集
まるのだろうというくらいだ。大砲も周囲に向かっ
て設置されていて、過去にも多くの戦いがあったと
いう歴史を物語っていた。
　エジンバラ城からロイヤル・マイルを歩いてみた。
お城からポリドールハウス宮殿までの通りは古い石
造りの堅牢な建物が建ち並び、他に類を見ない中世
の街並みだ。観光客で溢れかえり、エジンバラがこれ
ほどまでに華やいだ人気のある町だとは想像だにし
ておらず、スコットランドの華のような町だった。
　ホリドールハウス宮殿もオーディオガイドによって
案内されたが、
王室の暮らしや
華やかな日常と
歴史を感じさせ
る空間で、エリ
ザベス女王が愛
した宮殿の雰囲
気を感じた。

快適だったが、
駅の構内で知り
合った原君と木
村君の帰りの飛
行機がストライ
キのためキャン
セルになったと
いう一報が入り、

▲エジンバラ城への上り道

◀ウエストミンスター寺院

▲ピーターラビットの
舞台ニア・ソーリー村

その対応で列車に乗っている間、慌ただしかった。帰
国して翌日が就職予定の会社のリモート研修がある
という木村君はどうしても自宅に帰りたそう。一方、
原君は明日ハリーポッタ巡りをするので、エールフ
ランスからＫＬＭオランダ航空への振り替え便で帰
るという。二人の主目的が違うという混乱に巻き込
まれて、結局結論がでないまま私はアドバイザーと
して思案することになってしまった。
　オクセンホルムには列車が少し遅れて到着。数人
の参加者が集まってきた。オクセンホルムの町を案
内してもらい、ピーターラビットの生まれたニア・
ソーリー村へと向かう。作者のビアトリクス・ポター
は湖水地方の風景に憧れて、この地に住み作品を世
に送り出した。ピーターラビットもポターも、私は
少しは聞いたことがある程度。ポターの家ヒルトッ
プや湖が点々と続く丘、それに石垣で区切られた農
場などのどかな景色がラビットの作品を誕生させた
のだ。作品の背景の村の景色や家の中の家具など、
ファンにはたまらないものだろう。もっとピーター
ラビットの物語りやナショナルトラストを知ってか
ら来れば良かったのだが、少々勉強不足かも。
　その後、細い道を９人の旅人を乗せた小型バスは
ウィンダミア湖を目指した。いくつもの丘を越え、そ
の都度、心安まる景色が我々を迎えた。まだ、春の気
配も感じられないほどの寒い季節なのに、湖で泳い
でいるグループもいて、ガイドは“クレージー”と叫
んでいた。ウィンダミア湖クルーズは冷たい風のた
め船の中に入りたかった私に、若い原君が屋上で観
光しよう、と言うもんだから、冷たい湖水地方の風
を浴びながらウィンダミア湖遊覧を楽しんだ。空は
曇っていてまだ春になる前の空気だった。結局、船
内へは入らず、うちの息子よりもうんと若い原君と
木村君とお喋りをしていた。その後はアフタヌーン
ティーをいただいて暖まり、列車でロンドンのユー
ストンまで帰ってきたのは午後９時を回っていた。

▲ヒルトップ ▲点在する湖にて若者たちと ▲セントポール寺院

▲ロンドン塔 ▲衛兵の交代

▲エジプトのミイラ ▲古代エジプトの壁画

ンガム宮殿や郊外のウィンザー城も訪れ、ちょっと
これまでのお城のイメージが現実的なものへと昇華
していった気がする。
　大英博物館は古代エジプトやメソポタミアなどの文
明の遺跡や出土品の展示が特に素晴らしく、その一端

に触れることが
出来たが、これ
まで知らなかっ
た日本の展示も
探してみた。大
英博物館の展示
はグレートコー
トの回りの１、２
階が広々として▲展示室に囲まれた中庭グレートコート

主なものはすべてそこにあるが、日本のギャラリー
は屋根裏部屋のような５階で、人の流れからは全く
隔絶されていた。三菱商事がスポンサーだったが、
日本として考えるべきだろう。
　２度目は博物館全体を隈なく回ったが、見るべき
ものは殆ど前回ガイドの案内で見ていて、さらに理
解を深めることができた。しかし、それよりもロン
ドンの地下鉄に乗り、街並みを歩いて感じたことの
方が私にとっては収穫だったように思える。それは
ロンドンそのものが博物館であり、世界を制覇し民
主国家として発展してきたイギリスを物語っている
ようであり、教会や芸術施設、王室の城など輝きを
放つ魅力的な建築が、この国が世界の中心として発
展したことを証明していたのだった。
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　朝一の便でヒースロー空港からエジンバラへ向か
うため、早朝にホテルを出発、地下鉄ピカデリー線で
空港へ向かったが工事のため途中で運休となり、あ
まり進んでいないのにボアーズコートで下ろされて、
バスに乗り換えて空港へ行けという。あの人に聞き
この人に聞きしたが、結局たらい回しで空港まで行
けるか不安になってきた。薄暗い中、一瞬途方にく
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はもう高い安いと行っている場合では無い、と考え
ドライバーに声をかけた。というか、向こうからグッ
ドモーニングと言ってきたので、空港まで利用させ
てもらい、ターミナル５に無事辿り着いた。
　エジンバラ空港へは午前10時過ぎに到着。なか
なか広いターミナルなので外へ出るのに延々と歩い
た。エアリンクという市内行きのバスはすぐに見つ
かった。料金は運転手に払えば良い、とガイドブッ
クにあったので£20札を出したら、お釣りが必要
な人は駄目という。市内まで往復£7.5なので困っ
ていると、駐車場ビル内に両替機があると教えても
らいお金を崩すことができた。
　問題はまだまだ続く。エジンバラ城の入場券は当日
現金で購入できなくて、事前ネット予約・決済が必須
条件なのだ。ガイドブックには入場券売り場があって
そこで購入できると書いていたが、世界は電子マネー
化が一段と進んでいた。チケット売り場は予約済みの
メールとチケットの交換所になっていた。同様にホリ
ルードハウス宮殿への入場券も住所やクレジット情
報をスマホに打ち込まねばならず、予約したエジンバ
ラ城入場待ちの時間ができたので、昼食のフィッシュ
＆チップスを食べながら一人で悪戦苦闘した。
　城前広場のレストランでのフィッシュ＆チップスは
本格的なもので、ボリューム満点。注文してから魚を
揚げるため時間を要したが、マジで食べたのは初め
て。魚が大きいのとチップスも量が多くて食べても食
べても減らない。味は白身魚でマックのフィレオフィッ
シュ５個分くらいはあるがとても美味しい。揚げた
てなので新鮮味もあり、コーラと一緒に食べたらお
腹一杯で、見た目の予想通り食べきれなかった。

　エジンバラの後、３月６日は湖水地方日帰りツアー
に参加。朝、集合場所のユーストン駅に着いてみる
と、一人の若者がツアー予約表の紙を開けて持ち、構
内を歩き回っていたので、ガイドかと思い声を掛け
たら、一緒に参加する神戸の男子学生・原君だった。
日本人と話をしたので少し気が楽になった。しかし、
ガイドの姿は出発直前になっても現れない。メール
でｅ－チケットが届いていることに気付き、それで
列車に乗車した。ガイドは駅の集合場所にはそもそ
も来ないのだ。それなら集合場所などと案内しない
で欲しかった。誰かが来て説明があると思ってしまっ
た。原君は同行者・木村君との卒業旅行だった。
　湖水地方の入り口オクセンホルムまでは１等車で
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▲ロイヤルマイルと聖ジャイルズ大聖堂

３.３　ピーターラビットの湖水地方

　ロンドン市内は効率的に巡るため、１度目の時はガ
イドをお願いした。王室の結婚式が行われるウエスト
ミンスター寺院・セントポール寺院、ロンドン塔やグ
リニッジ天文台を案内してもらった。ウエストミンス
ター寺院は床一面が墓標であり、周辺には歴代王の
棺が並んでいる墓所だ。そこで戴冠式が行われる。
　ロンドン塔では王室の誇る世界一の560カラッ
トのダイヤや衛兵の交替が見られた。市内のバッキ
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村君の帰りの飛
行機がストライ
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▲ピーターラビットの
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